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１１１１　　　　評価一覧評価一覧評価一覧評価一覧

京京京京　　　　都都都都　　　　府府府府　　　　食食食食　　　　育育育育　　　　推推推推　　　　進進進進　　　　計計計計　　　　画画画画

１１１１ 健全健全健全健全なななな食生活食生活食生活食生活をををを営営営営むむむむ府民府民府民府民をををを増増増増やすやすやすやす取組取組取組取組　　　　
① 「朝ごはんを毎日食べる」運動等の展開

② 「食」の大切さや望ましい食習慣等についての啓発

③ 栄養指導・相談対応の充実

④ 初めて父親、母親になる夫婦の妊娠・出産期の子育てを意識した食育における保健・
医療機関、ＮＰＯ等の連携

⑤ 親子料理教室等、「食」を楽しみながら学ぶ機会の提供

① 食育に関する計画・指針等の作成

② 食育に関する教職員等の意識の向上

③ あらゆる機会を通じた「食」に関する指導

④ 地域の特色や工夫を生かした給食の実施

⑤ 食生活改善推進員や生活研究グループ員、生産者等、地域の「食」の専門家の協力
を得た食育の取組

⑥ 農作物栽培や調理等の体験活動

⑦ 学校・保育所・幼稚園が連携した食育の推進

⑧ 栄養教諭等の配置の促進

① 職場における健康診断の機会を利用した食生活指導

② 地域の特色や栄養面での工夫を生かした食堂メニューや弁当の提供

③ 大学での献血等の機会を利用した食生活指導

① 「食事バランスガイド」の活用による「食生活指針」の普及・啓発

② 医療機関等での食育の普及啓発

③ 食品関係事業者と連携した取組

④ 食生活改善推進員や生活研究グループ員等が行う料理教室等の活動

⑤ 「食」の安心・安全についての関係機関と連携した情報提供

（（（（４４４４））））地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける食育食育食育食育のののの推進推進推進推進

（（（（１１１１））））家庭家庭家庭家庭におけるにおけるにおけるにおける食育食育食育食育のののの推進推進推進推進

（（（（２２２２））））学校学校学校学校、、、、保育所保育所保育所保育所、、、、幼稚園等幼稚園等幼稚園等幼稚園等におけにおけにおけにおけ
　　 　　 　　 　　 るるるる食育食育食育食育のののの推進推進推進推進

（（（（３３３３））））職場等職場等職場等職場等におけるにおけるにおけるにおける食育食育食育食育のののの推進推進推進推進
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平平平平　　　　成成成成　　　　２２２２　　　　００００　　　　年年年年　　　　度度度度　　　　のののの　　　　取取取取　　　　組組組組　　　　事事事事　　　　項項項項 評価評価評価評価

●保育所等での取組の支援
●食育強化月間における関係団体と連携した啓発
●小学校就学直前の子どもを持つ親への支援

AAAA
AAAA
AAAA

●出前講座への対応
●各種イベントでの啓発

●食育リレー講座
●家庭向けリーフレット「食事で生き生き健康ガイドブック」の配布
●「健康長寿日本一フォーラムｉｎなんたん」の開催
●「なんたん・かんたん・やさい料理」レシピの普及

AAAA
AAAA

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

●保育所等への支援 AAAA

●子育てを意識した食育講座の実施（食育リレー講座） AAAA

●親子料理教室開催支援（保育所親子食育推進事業）
●食生活改善推進員による親子料理教室等の取組支援
●体験型食育教室の取組促進
●児童等向けの食育推進活動に対する関係行政機関の連携した支援

●府関連施設を活用した農林漁業体験
●府の施設を活用した農林漁業体験

AAAA
AAAA
BBBB
AAAA

AAAA
AAAA

●モデル保育所における食育計画の策定支援
●学校における食に関する指導計画の策定

AAAA
BBBB

●特定給食施設等巡回指導・従事者講習会など
●教職員研修の充実

AAAA
AAAA

●健康ばんざい京のおばんざい弁当シリーズの取組
●特定給食施設等巡回指導・従事者講習会など【再掲】
●出前講座への対応【一部再掲】

●学校給食を活用した食育の推進

BBBB
AAAA
AAAA

AAAA

●保育所での郷土食の提供促進
●特定給食施設等巡回指導・従事者講習会などによる地域の特色を活かした給食の提供を支援
●地場産物を取り入れた学校給食の促進

AAAA
AAAA
AAAA

●食生活改善推進員活動の支援（リーダー研修会の実施）
●食育に取り組む団体の食育支援活動の登録と情報提供
●地域の人材を活用した体験学習等の実施
●子ども達等を対象とする食育の推進

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

●保育所の親子による農産物栽培、収穫体験（保育所親子食育推進事業）
●府関連施設を利用した農林漁業体験
●子ども達等を対象とする食育の推進【再掲】

AAAA
AAAA
AAAA

●特定給食施設等従事者講習会
●小学校就学直前の子どもを持つ親への支援【再掲】

AAAA
AAAA

●私学における栄養教諭の配置促進
●認定講習と採用選考試験の実施

AAAA
AAAA

●地域・職域連携推進会議 AAAA

●食情報提供店への加入促進
●健康ばんざい京のおばんざい弁当シリーズの取組【再掲】
●地元農産物利用施設の認定

BBBB
BBBB
AAAA

●献血時における大学生を対象にした栄養相談
●大学における食育セミナーの開催

AAAA
AAAA

●各種イベントでの啓発
●出前講座への対応【再掲】

AAAA
AAAA

●京都の伝統食品や加工技術を紹介する展示会の開催
●スーパーマーケット等での食育啓発活動
●消費者と食品関係事業者との交流の機会づくり

AAAA
AAAA
AAAA

●食生活改善推進員活動の支援（リーダー研修会）【再掲】
●体験型食育教室の取組促進【再掲】
●食育に取り組む団体の食育支援活動の登録と情報提供【再掲】

AAAA
BBBB
AAAA

●セミナー等の開催 AAAA

AAAA：：：：実施済実施済実施済実施済みみみみ　　　　BBBB：：：：未完了未完了未完了未完了・・・・未達成未達成未達成未達成
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京京京京　　　　都都都都　　　　府府府府　　　　食食食食　　　　育育育育　　　　推推推推　　　　進進進進　　　　計計計計　　　　画画画画

２２２２ (1) 生産者と消費者との交流の促進

(2) 朝市、直売所を核とした食育推進グループの組織化

(3) 「食」の生産状況や「食」と環境のかかわりについて学ぶ機会の提供

(4) 農林漁業・食品製造の状況を消費者が学習できる農場・工房等の施設の情報提供

３３３３ (1) 農作業体験活動の促進

(2) 郷土食など地域や旬の素材を生かした給食等の実施

(3) 児童・生徒向けの調理実習等の実施

(4) 子どもたちが「食」に関する知識を学び、ステップアップを図る取組の実施

４４４４ (1) 学校、市民団体、ＮＰＯ等の情報の交換と共有化

(2) 共同事業（連携事例）の紹介

(3) コーディネーター（調整役）の設置と育成

(4) 関係団体で構成する協議会の設置

５５５５ (1) 「食」に関する専門的知識を有する者の養成

(2) 栄養教諭等の研修を通じた資質の向上

(3) 食育を推進する人材への講習の実施、認定による人材育成

(4) 栄養士等、食育に関わる職業を志す学生を活用した取組

６６６６ 地地地地域域域域のののの取取取取組組組組をををを支支支支援援援援しししし、、、、優優優優良良良良事事事事例例例例をををを府府府府
内全域内全域内全域内全域へへへへ拡大拡大拡大拡大するするするする取組取組取組取組

(1) 優良事例の紹介及び取組の拡大

人人人人材材材材育育育育成成成成やややや活活活活躍躍躍躍ししししややややすすすすいいいい仕仕仕仕組組組組みみみみづづづづくくくく
りりりりとととと、、、、食食食食育育育育にににに関関関関すすすするるるるママママンンンンパパパパワワワワーーーーをををを強強強強化化化化
するするするする取組取組取組取組

生生生生産産産産者者者者とととと消消消消費費費費者者者者のののの絆絆絆絆をををを深深深深めめめめ、、、、「「「「食食食食」」」」をををを
大切大切大切大切にするにするにするにする心心心心をををを培培培培うううう取組取組取組取組

関関関関係係係係者者者者がががが連連連連携携携携ででででききききるるるる「「「「食食食食育育育育ネネネネッッッットトトトワワワワーーーー
クククク」」」」ををををつつつつくくくくりりりり、、、、情情情情報報報報のののの共共共共有有有有化化化化をををを図図図図るるるる取取取取
組組組組

「「「「食食食食」」」」にににに感動感動感動感動するするするする機会機会機会機会をつくるをつくるをつくるをつくる取組取組取組取組
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平平平平　　　　成成成成　　　　２２２２　　　　００００　　　　年年年年　　　　度度度度　　　　のののの　　　　取取取取　　　　組組組組　　　　事事事事　　　　項項項項 評価評価評価評価

●生活研究グループによる郷土料理と農山漁村伝承技能保持者による技術伝承活動
●ブランド京野菜等の魅力を再発見する活動
●地域において食や農への理解を深める交流活動の展開

AAAA
AAAA
AAAA

●直売所ネットワークづくり
●食育活動のできる直売所づくり

BBBB
AAAA

●府施設を活用した様々な食育・環境体験教室の開催
●「こどもたちのための食と環境講座」の実施

AAAA
AAAA

●該当施設に関する情報の収集・提供
●食育に取り組む団体の食育支援活動の登録と情報提供【再掲】

AAAA
AAAA

●「ふるさとボランティア」の実施
●「ふるさと発見隊」の実施
●都市漁村交流の促進
●特用林産物の生産体験
●府の施設を活用した農林漁業体験【再掲】

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

●特定給食施設等巡回指導・従事者講習会などによる地域の特色を活かした給食の提供を支援
　 【再掲】
●府内産野菜等給食の取組の支援
●地域の特色を生かした学校給食【再掲】

AAAA

BBBB
AAAA

●食生活改善推進員による親子料理教室等の取組支援【再掲】
●給食に伴う農業体験学習の推進
●調理実習等の充実

AAAA
BBBB
AAAA

●体験型食育教室の取組促進【再掲】
●地域の人材を活用した体験学習等の実施【再掲】

BBBB
AAAA

●管内栄養士ネットワーク推進事業
●京都府及び関係機関の「食」に関する情報の提供
●きょうと食育ネットワーク会員相互の情報交換と府民への情報提供
●きょうと健康長寿推進南丹地域府民会議食環境部会の実施

AAAA
BBBB
AAAA
AAAA

●地域食育ネットワークの事例収集 BBBB

●食育活動実践者等への啓発 AAAA

●生産者、消費者、飲食店・流通業者等との交流の機会づくり AAAA

●食育担当者を対象とした研修の実施 AAAA

●食生活改善推進員活動の支援（リーダー研修会の実施）【再掲】
●特定給食施設等従事者講習会【再掲】
●体験型食育教室の取組を通じた食育指導の知識・技術の習得を支援

AAAA
AAAA
AAAA

●管理栄養士公衆栄養学臨地実習における栄養教育の実施 AAAA

●地域・団体等のモデル事例の紹介 AAAA

Ａ：Ａ：Ａ：Ａ：実施済実施済実施済実施済み            み            み            み            ：：：：７７７７７７７７取組取組取組取組／／／／８９８９８９８９取組取組取組取組　　（　　（　　（　　（８７８７８７８７％）％）％）％）
Ｂ：Ｂ：Ｂ：Ｂ：未完了未完了未完了未完了・・・・未達成未達成未達成未達成　  ：　  ：　  ：　  ：１２１２１２１２取組取組取組取組／／／／８９８９８９８９取組取組取組取組　　（　　（　　（　　（１３１３１３１３％）％）％）％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※再掲分含む
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- 5 -

２２２２ 各取組各取組各取組各取組のののの実績実績実績実績

１１１１ 健全健全健全健全なななな食生活食生活食生活食生活をををを営営営営むむむむ府民府民府民府民をををを増増増増やすやすやすやす取組取組取組取組

【【【【現 状現 状現 状現 状】】】】
栄養バランスの乱れや不規則な食事、家族みんなで食卓を囲む機会の減少、食の安心・安全を揺る

がす問題の発生、子どもの食生活の大部分を担う家庭の教育力の低下など、健全な食生活を営むこと
が難しくなっています。

（（（（１１１１））））家庭家庭家庭家庭におけるにおけるにおけるにおける食育食育食育食育のののの推進推進推進推進

①「朝ごはんを毎日食べる」運動等の展開

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

保育所等での取組の支援 朝食を食べない幼児ゼロを目指し、保健所は保育 健康対策課
所等への訪問や研修を通じて、給食の機会を捉え、
「食する」ことの重要性やそれに伴うマナーの理解
など、年齢に応じた食育を支援します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○保育所・幼稚園への訪問指導を実施（123施設：延べ 154施設）。
健康増進法に基づく指導時に併せて、食育の取組について支援・指導を実施

○保育所・幼稚園の給食従事者、食育担当者等を対象に、講習会・研修会を 17回実施し、
延べ 967名が参加
（例）「保育所における食育の推進について」

「こころにひびく食育 伝え方」

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食育強化月間における関係 「きょうと食育ネットワーク」が「朝ごはんを食 食の安心・安全

団体と連携した啓発 べよう」を統一テーマとして定めている「きょうと 推進課

食育強化月間（１１月）」において、府内各団体と
連携した啓発活動を行います。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○食生活の見直しをテーマとした啓発用チラシを（社）京都府栄養士会の協力のもと作成
し、スーパー・コンビニ利用者等に配布、同内容のホームページも公開

○京都府農林水産フェスティバル 2008（平成 20年 11月 29日～ 30日）にて、京都府食生
活改善推進員連絡協議会と連携し、食育コーナーを設置

○「きょうと食育ネットワーク」において「地域で取り組む子どもへの食育」をテーマと
したシンポジウムを開催（平成 20年 11月 24日）
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取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

小学校就学直前の子どもを 「早寝・早起き・朝ごはん」等規則正しい生活習 社会教育課
持つ親への支援 慣や学習習慣がしっかり身につくよう、小学校就学

直前の子どもを持つ親を対象に「親のための応援塾」
を開設し、家庭の教育力の向上を目指します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○府内 41小学校ＰＴＡが開催する「親のための応援塾」で、食育に関する講座を開催（合
計 29講座）
(例) 食育講座（健康を考えた食事づくり、食の大切さ、望ましい食習慣、食と心の発

達 等）
簡単レシピで毎日朝ごはん（調理実習等）
親子クッキング
給食試食会
お菓子教室
料理講習会 等

○講座のほかにも懇談会等の中で、食育に関する交流が多数行われた。

②「食」の大切さや望ましい食習慣等についての啓発

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

出前講座への対応 望ましい食習慣について啓発を図るため、保健所 健康対策課
などからの出前講座を実施します。 こども未来課

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○食に関する出前講座を 16回実施し、556名が参加
（例）「健康長寿のための食事バランス」

「食育を考えよう！～食べる・生きる・育つ～」
「高齢者の食生活について」

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

各種イベントでの啓発 「きょうと食育ネットワーク」と連携しながら、 健康対策課
食に関わるイベント等に効果的な出展を行い、府民 食の安心・安全

が食育を考え、体験できる機会とします。 推進課

○食育取組事例等の展示・配布
○体験型ブース出展
食生活の見直しや、食にかかわるマナー等の体験

機会とします。
○アンケート実施
府民の食育に対する意識を把握します。

【平成 20年度イベント展示予定】
①第３回食育推進全国大会（群馬県）
（平成 20年６月７日、８日）

②ＳＫＹふれあいフェスティバル
（平成 20年９月予定）

③京都府農林水産フェスティバル
（平成 20年 11月予定）

④京都環境フェスティバル
（平成 20年 12月 13日、14日）
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取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○各種イベントに出展し、パネル展示、食生活チェックコーナー設置、資料配付等を実施
＜出展イベント＞
・第３回食育推進全国大会（平成 20年 6月 7日、8日）
・ＳＫＹふれあいフェスティバル 2008（平成 20年 9月 13日、14日）
・京都府農林水産フェスティバル 2008（平成 20年 11月 29日、30日）
・京都府庁生協地産地消フェア（平成 20年 12月 1日～ 12日）
・京都環境フェスティバル 2008（平成 20年 12月 13日、14日）
・府庁旧本館春の一般公開（平成 21年 3月 31日～ 4月 5日）

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食育リレー講座 「きょうと食育ネットワーク」において、府民向け 食の安心・安全

に分野毎の食育をリレー形式で紹介し、食育につい 推進課

ての理解を深めていただきます。
目標：５回以上開催

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○「きょうと食育ネットワーク」の会員団体が、子どもへの食育について考え、食への理
解を深めるためのリレー講座を 6回開催

①平成 20年 7月 8日（参加者 11名）
『郷土料理伝承講習会－季節の野菜をおいしく－』
京都府生活研究グループ連絡協議会

②平成 20年 7月 10日（参加者約 70名）
『親になるかもしれない貴方へ－赤ちゃんからのメッセージ－』
(社)京都府助産師会

③平成 20年 8月 2日（参加者 54名）
『調理の不思議－じゃがいもを用いて幾通りの料理ができるか－』
(社)京都府栄養士会

④平成 20年 9月 27日（参加者 15名）
『小学生のための食育－通信型食育プログラム－生協「たべるたいせつキッズクラ
ブ」の活動紹介－』
京都府生活協同組合連合会・京都生活協同組合

⑤平成 20年 11月 26日（参加者 43名）
『食育 歯科からの発信』
(社)京都府歯科医師会

⑥平成 20年 12月 6日（参加者約 30名）
『親子料理教室「わくわくクッキング」』
京都府食生活改善推進員連絡協議会

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

家庭向けリーフレット「食 家庭向けリーフレットを活用して、学校と家庭が 保健体育課
事で生き生き健康ガイドブ 一体となった食育を推進します。
ック」の配布

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

家庭向けリーフレット「食事でいきいき健康ガイドブック」を府内公立幼稚園、小学校、
中学校、高等学校、特別支援学校の全新入生に配布（41,730部）
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【【【【地域機関等地域機関等地域機関等地域機関等でのでのでのでの特徴的特徴的特徴的特徴的なななな取組取組取組取組】】】】

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

「健康長寿日本一フォーラ 地域府民の健康長寿推進と健康づくりの気運向上 南丹保健所
ムｉｎなんたん」の開催 を目的として、今年度は『食』をテーマにフォーラ

ムを開催します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○平成 21年 2月 13日にフォーラム開催（参加者計 76人）

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

「なんたん・かんたん・や 昨年度公募・編集したレシピ集から、地産地消・ 南丹保健所
さい料理」レシピの普及 野菜の旬・健康の情報を盛り込んだパンフレットを

作成・配付し、広く府民に活用されることを目指し
ます。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○パンフレット vol.1計 3,000枚を管内幼稚園、農産物直売所等を通じて府民へ配布。
ホームページに掲載

③栄養指導・相談対応の充実

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

保育所等への支援 保育所等に対し、栄養指導上の課題を解決について、 健康対策課
保健所が行う巡回指導等を通じて支援します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○保育所・幼稚園へ訪問指導を実施（123施設：延べ 154施設）
保育所・幼稚園での食育に関する課題を抽出し、それを解決するための講習会や研修会
を行った。

○講習会・研修会を 17回実施し、967名が参加
（例）「子に継ごう 食の心と 良い習慣 ～保護者と子どもの心に届く楽しい食・栄養

教育～」
「楽しく食べる子どもに ～食事提供に関する計画について考えよう～」

④初めて父親、母親になる夫婦の妊娠・出産期の子育てを意識した食育における保健・
医療機関、ＮＰＯ等の連携

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

子育てを意識した食育講座 「きょうと食育ネットワーク」において実施する食 食の安心・安全

の実施（食育リレー講座） 育リレー講座で、これから親になる世代を対象とし 推進課

た食育講座を実施します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○「きょうと食育ネットワーク」の会員団体である(社)京都府助産師会による大学生や妊
婦などを対象とした講座を実施（平成 20年 7月 10日開催、参加者約 70人）
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⑤親子料理教室等、「食」を楽しみながら学ぶ機会の提供

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

親子料理教室開催支援 保育所での地元産食材による親子の料理教室など こども未来課
（保育所親子食育推進事業） を通じ、家族ぐるみでの食育の重要性への認識を深

めます。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○保育所親子食育推進事業を実施した府内各保育所（29箇所）を通じ、地元産野菜等を使
った親子の料理教室・体験を開催

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食生活改善推進員による親 食生活を通じた健康づくりのボランティア団体で 健康対策課
子料理教室等の取組支援 ある食生活改善推進員が各地域で親子料理教室等を

実施するにあたり、取組の支援や、技術向上のため
のリーダー研修会を実施します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○各保健所で、食生活改善推進員リーダー対象の研修会を 14回開催し、延べ 382名が参加
（例）「子どもも喜ぶ野菜おすすめレシピ」

「地域活動の中に食事バランスガイドを取り入れて」

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

体験型食育教室の取組促進 健全な食生活を実践できる人を増やすために、地 食の安心・安全

域で食育を実践するグループ等が子どもを対象とし 推進課

て実施する、体験型の食育教室の取組を支援し、地
域における食育の取組を推進します。
目標：19年度２か所 → 20年度５か所

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 B

○地域課題対応型ふるさと推進事業費の１メニューとして「地域に根ざした食育推進事業
（子ども食育推進事業）」を 4地域で実施
・長岡京市における取組

実施主体：長岡第七小学校区青少年健全育成推進協議会
対 象：小学生「食育クラブＮＡＮＡ」
内 容：①野菜のは種体験・生産者の話 ②収穫体験、調理実習 ③伝統行事講

演会、餅つき
・長岡京市における取組

実施主体：乙訓地域生活研究グループ連絡協議会
対 象：小学生
内 容：①旬の野菜料理体験（ナス）、②生産者（花菜）の話、料理実習 ③味噌

づくり体験
・南丹市における取組

実施主体：案山子の会
対 象：小学生
内 容：①お米の話、案山子づくり、②脱穀体験、新米の郷土食実習③黒大豆の

話、黒大豆おにぎり実習
・福知山市における取組

実施主体：福知山市生活研究グループ連絡協議会
対 象：小学生（２地域）
内 容：①ジャガイモの収穫とサツマイモの苗差し、農の知識、ジャガイモ料理
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実習 ②茶摘み、農の知識 ③サツマイモ収穫 米料理実習 ④地場産
物料理実習
①地域の行事の話、地場産物を使ったおやつ②地場産物料理実習子ども
の食事についての話

【【【【地域機関等地域機関等地域機関等地域機関等でのでのでのでの特徴的特徴的特徴的特徴的なななな取組取組取組取組】】】】

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

児童等向けの食育推進活動 乙訓地域において、特定小学校区の青少年健全育 乙訓教育局
に対する関係行政機関の連 成団体が行う体験型の取組を中心とした中長期的な 乙訓保健所
携した支援 食育活動に対して、関係行政機関が連携して支援し 京都乙訓農業改

ます。 良普及センター

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○「地域に根ざした食育推進事業（子ども食育推進事業）」として、団体が実施するモデル
的な下記の取組に対して、乙訓保健所（食育講座の講師）に加え、乙訓教育局、京都乙
訓農業改良普及センターが協力して支援を実施

「食育クラブ NANA」
実施主体：長岡第七小学校区青少年健全育成推進協議会
対 象：小学生と保護者 約 20名
主な内容：農業体験、調理実習、バランスのよい食事を選択する力を身につけるための

体験型の食育講座 等

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

府関連施設を活用した農林 パンやケーキづくりを通じて、「食」を楽しみな 農村振興課
漁業体験 がら学ぶ機会を提供します。 （丹後あじわいの郷）

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○パンづくり体験（4,847 人）、アイスクリームづくり体験（2,726 人）、ソーセージづくり
体験（530人）などの手作り体験に約１万人が参加

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

府の施設を活用した農林漁 小中学生等に家畜管理やバター、アイスクリーム 畜産技術セン
業体験 製造体験を通じて、命の大切さと「食」について学 ター（畜産課）

ぶ機会を提供します。
目標：２０年度 計３回

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○バター、アイスクリーム等の乳製品製造原理の説明と手作り体験
高校生及び中学生を対象に実施（2回、延べ 21名）

○搾乳、エサ給与、子牛へのほ乳などの乳牛とのふれあいや酪農体験
幼稚園児から大人まで体験者に応じた内容を実施（11回、延べ 533名）
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（（（（２２２２））））学校学校学校学校、、、、保育所保育所保育所保育所、、、、幼稚園等幼稚園等幼稚園等幼稚園等におけるにおけるにおけるにおける食育食育食育食育のののの推進推進推進推進

①食育に関する計画・指針等の作成

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

モデル保育所における食育 「保育所における食育に関する指針」により、保 こども未来課
計画の策定支援 育所親子食育推進事業実施保育所が食育の計画を策

定するにあたり、関連データの提供等、計画策定へ
の支援を行います。
＜保育所における食育に関する指針＞
「保育所における食を通じた子どもの健全育成(い
わゆる「食育」)に関する取組の推進について(平成
16年３月29日雇児保発第0329001号厚生労働省雇用
均等・児童家庭局保育課長通知)」で示された指針

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○「保育所親子食育推進事業」を実施した府内各保育所に対し、（社）保育協会を通じ関連
資料を提供、各保育所の食育に関する計画策定を支援

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

学校における食に関する指 各学校において、栄養教諭を中心に学級担任等が 保健体育課
導計画の策定 教育活動全体を通じて食育を推進するため、食に関

する指導計画の策定を進めます。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ｂ

○研修会や会議等の機会をとらえて、計画策定を促す取組を展開
「食」に関する指導計画を策定・実施している公立学校の割合

20年度目標：72％ 現状：52.1%

【校種別策定率】
・小学校：67.5%、中学校：45.0%、高等学校：11.5%、特別支援学校：7.7％

②食育に関する教職員等の意識の向上

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

特定給食施設等巡回指導・ 保健所が実施する特定給食施設等巡回指導や講習 健康対策課
従事者講習会など 会の開催などにより、献立や食育に関する知識普及

・情報提供等を行い、給食施設従事者の意識の向上
を図ります。
＜特定給食施設＞
健康増進法第 20 条では、特定かつ多数の者に対

して継続的に 1回 100食以上または 1日 250食以上
の食事を提供する施設。
ただし、府ではそれ以下の食数の施設に対しても

指導対象施設としている。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○保育所・幼稚園への訪問指導を実施（123施設：延べ 154施設）。
健康増進法に基づく指導時に併せて、食育の取組について支援・指導を実施

○保育所・幼稚園の給食従事者、食育担当者等を対象に、講習会・研修会を 17回実施し、
延べ 967名参加
（例）「給食施設における衛生管理」

「効果的な手洗い～タイミングと方法～」
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取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

教職員研修の充実 管理職研修や初任者研修の中で食育に関する研修 保健体育課
を実施することにより、学校教育活動全体を通じた
食育推進への意識の向上を図ります。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○府学校給食研究協議大会（平成 20 年 12 月 25 日開催）や教育局別の学校給食研修会（5

会場で開催）等において管理職や一般教員も含めた研修を実施

③あらゆる機会を通じた「食」に関する指導

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

健康ばんざい京のおばんざ 「健康ばんざい京のおばんざい弁当シリーズ」の 健康対策課
い弁当シリーズの取組 取組を弁当製造業者等に働きかけ、メニュー開発や

栄養のアドバイス等の支援を行い、京のおばんざい
弁当の普及を図ります。
また、京のおばんざい弁当普及推進協議会が、ホ

ームページや各種イベント等の様々な機会を通じ
て、取組企業を積極的に広報・普及を行います。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ｂ

○認定数：28種類（累計：123種類） 販売数：約 12,000食（累計：約 25万食）
ホームページ・各種イベントで広報・普及を実施したが、新規の取組企業数は少なか

った。

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

特定給食施設等巡回指導・ 【再掲】１（２）② 健康対策課
従事者講習会など

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

出前講座への対応 【再掲】１（１）② 健康対策課
こども未来課

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

出前講座への対応 「こどもたちのための食と環境講座」 農政課
地域の農林水産業やその環境が果たす役割につい

ての理解促進を図るため、小・中学校などからの要
請に基づいた出前講座を実施します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

計 27回開催（農業 14回、林業 12回、水産業 1回）
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取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

学校給食を活用した食育の 生きた教材としての学校給食を活用し、望ましい 保健体育課
推進 食習慣の形成とともに、郷土の産物や食文化への関

心、感謝の気持ち等を醸成します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○「子どもの健康を育む食育推進事業」によりモデル地域（2 市：八幡市、福知山市）を
指定し、学校給食を活用して児童・生徒に望ましい食習慣を身に付けさせる指導の実践
的研究を行い、その成果を全体研修会（平成 21年 2月 6日開催）等で発表し、普及した。

④地域の特色や工夫を生かした給食の実施

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

保育所での郷土食の提供促 給食を実施する保育所において、保育所親子食育 こども未来課
進 推進事業などで、年に複数回地元の伝統的食事を幼

児に提供し、地元の食文化を学べる機会にします。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○保育所親子食育推進事業を実施した府内各保育所を通じ、収穫体験や料理教室の開催に
あわせ、地元産野菜、お餅、いも等の郷土食を幼児に提供

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

特定給食施設等巡回指導・ 給食を実施している施設で、地域の特色や工夫を 健康対策課
従事者講習会などによる地 活かした給食の提供ができるよう、保健所による給
域の特色を活かした給食の 食施設巡回指導時の個別相談により支援します。
提供を支援

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○特定給食施設等巡回指導時に、個別相談に対応
○保育所・幼稚園の給食従事者、食育担当者等を対象に、講習会・研修会を 17回実施し、
延べ 967名が参加
（例）「乙訓地域の郷土食、地元産野菜について」

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

地場産物を取り入れた学校 地域の特色を生かした学校給食により、地元の産 保健体育課
給食の促進 物や食文化への理解を深め、郷土への関心を高めま

す。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○「子どもの健康を育む食育推進事業」、「食に関する指導普及推進事業」等の取組により、
地場産物の活用など地域の特色を生かした学校給食等についての実践的研究に取り組み、
研修会や公開授業、発表会等で他の学校に普及した。
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⑤食生活改善推進員や生活研究グループ員、生産者等、地域の「食」の専門家の協力を
得た食育の取組

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食生活改善推進員活動の支 保健所は、食生活改善推進員のリーダー層に研修 健康対策課
援（リーダー研修会の実施） 会を行い、食育に関する最新知識や地域の統計デー

タ、事例共有などの機会を提供し、効果的な活動が
展開されるよう支援します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○各保健所で、食生活改善推進員リーダー対象の研修会を 14回開催し、延べ 382名が参加
（例）「食事バランスガイドの活用方法について」

○食生活改善推進員が、小学生を対象とした「おやこ料理教室」等、食育に関する事業を
実施

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食育に取り組む団体の食育 「きょうと食育ネットワーク」を通じて、府内で 食の安心・安全

支援活動の登録と情報提供 行われている食育支援の活動を登録し、ホームペー 推進課

ジ等で情報提供することで、食育を取り組むにあた
って必要な情報を容易に取得できるようにします。
【食育支援の取組】
○ボランティア活動
○講師の派遣
○農林漁業体験プログラム
○企業・工房等の見学
○教材等の提供 等

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○「きょうと食育ネットワーク」において、会員団体における食育支援の活動を登録（登
録数 28）。会員間で情報が共有できる会報誌「きょうと食育ネットワーク通信」やネッ
トワークのホームページに掲載することで情報提供を実施

○府内企業による食育支援の取組を募集

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

地域の人材を活用した体験 「子どもの健康を育む食育推進事業」において、 保健体育課
学習等の実施 地元料理人の指導による体験学習や地元生産者との

交流等を実施し、地元の産物や食文化への理解を深
め、郷土への関心を高めます。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○「子どもの健康を育む食育推進事業」指定校において、学校の地元地域の料亭の料理人
を講師とした体験学習の授業（計 6 時間）や地元の生産者を招いての交流給食、地域の
生活研究グループのメンバーによる郷土色豊かな行事食の調理実習等を実施
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【【【【地域機関等地域機関等地域機関等地域機関等でのでのでのでの特徴的特徴的特徴的特徴的なななな取組取組取組取組】】】】

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

子ども達等を対象とする食 「やましろ食育プロジェクト」として食育を推進 山城広域振興局

育の推進 します。 （農林商工部、山

○綴喜おふくろ伝承の会等地元生産者や食生活改善 城北・南保健所）

推進員を講師とし、保育所・幼稚園と連携した野 山城教育局

菜栽培・収穫体験を通じた総合的な園児への食育
教室や、その見学会を実施。

○地域における食育推進に関わる人材育成。
○食育推進に関わる人材等のデータベースの作成。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○「やましろ食育プロジェクト」として食育を推進
・綴喜おふくろ伝承の会等地元生産者や食生活改善推進員を講師とし、保育所・幼稚園
と連携した野菜栽培・収穫体験を通じた総合的な園児への食育教室の見学会を 3 回実
施。17人参加

・地域における食育推進に関わる人材育成研修 1 回開催。104 人参加（アンケート結果
から研修を有意義と感じた人 89％）

・食育推進に関わる人材等のデータベースの作成。農業体験講師を 12市町村に照会し、
5市町で講師概要を整理。モデル体験等と併せて配布予定

⑥農作物栽培や調理等の体験活動

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

保育所の親子による農産物 保育所の親子による農産物の栽培・収穫体験や食 こども未来課
栽培、収穫体験 習慣の大切さについての普及・啓発を支援し、「食」
（保育所親子食育推進事業） の重要性に気づくきっかけとします。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○保育所親子食育推進事業を実施した府内各保育所を通じ、地元産野菜等を使った親子
の料理教室・体験を開催

【【【【地域機関等地域機関等地域機関等地域機関等でのでのでのでの特徴的特徴的特徴的特徴的なななな取組取組取組取組】】】】

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

府関連施設を利用した農林 サツマイモづくりなどの体験活動を推進します。 農村振興課
漁業体験 （丹後あじわいの郷）

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○ブルーベリー収穫体験（7 月下旬～ 9 月上旬 1,522 人）、いちご摘み取り体験（5 月下旬
～ 6月上旬 187人）、さつまいも収穫体験（9月末～ 10月中旬 102人）を開催。

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

子ども達等を対象とする食 【再掲】１（２）⑤ 山城広域振興局

育の推進 （農林商工部、山

城北・南保健所）

山城教育局
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⑦学校・保育所・幼稚園が連携した食育の推進

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

特定給食施設等従事者講習 特定給食施設等従事者講習会の場を活用し、情報 健康対策課
会 提供や施設間の交流の場を提供することで、連携し

た食育を推進します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○保育所・幼稚園の給食従事者、食育担当者等を対象に、講習会・研修会を 17回実施し、
延べ 967名が参加。その中で、情報交換や交流の場を設定した。

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

小学校就学直前の子どもを 【再掲】１（１）① 社会教育課
持つ親への支援

⑧栄養教諭等の配置の促進

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

私学における栄養教諭の配 私立小中高等学校における栄養教諭の配置に対し 文教課
置促進 助成を行います。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○栄養教諭を配置した私立小学校１校に助成を実施

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

認定講習と採用選考試験の 学校栄養職員の栄養教諭免許取得を支援する認定 教職員課
実施 講習事業をはじめ、専門性を有する栄養教諭の新規 学校教育課

採用枠を引き続き設けるなど、積極的に配置を促進
します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○対象となる学校栄養職員は、大部分が受講を終えたため、栄養教諭育成のための講座は
19年度で終了した。今年度、栄養教諭 4名を新規採用し、全体で 63名（京都市を除く）
の配置数となった。
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（（（（３３３３））））職場等職場等職場等職場等におけるにおけるにおけるにおける食育食育食育食育のののの推進推進推進推進

①職場における健康診断の機会を利用した食生活指導

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

地域・職域連携推進会議 保健所における地域・職域連携推進会議を通じ 健康対策課
て、事業所が行う各種保健指導等に役立つ食生活改
善の情報提供を行います。

＜地域・職域連携推進会議＞
地域保健と職域保健の間の健康情報の共有や保健

事業の実施に要する社会資源の相互活用などを通じ
て、地域・職域の連携体制を構築し、生涯を通じた
継続的な健康支援を図るための会議

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○平成 19 年度より、府全体及び各保健所で地域・職域連携推進会議を立ち上げ、平成 20

年度は計 10回会議を開催。
会議のメンバーや事業所に対して食生活改善についての情報提供を行った。

②地域の特色や栄養面での工夫を生かした食堂メニューや弁当の提供

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食情報提供店への加入促進 事業所や大学の食堂等で栄養成分表示やヘルシー 健康対策課
メニューを提供されるよう保健所は事業主に働きか
け、栄養のアドバイスや健康づくり情報の提供等の
支援を行います。
また、加入事業所を、府のホームページ等で広報

します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ｂ

○加入店舗数：397店舗
・各保健所から事業所や食堂、飲食店へのアプローチを行ったり、管内の食情報提供店
のマップを作成

・府のホームページにて情報提供を行ったり、各種イベントで啓発等を実施

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

健康ばんざい京のおばんざ 【再掲】１（２）③ 健康対策課
い弁当シリーズの取組

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

地元農産物利用施設の認定 地元農産物の利用に意欲的な病院・福祉施設等を 食の安心・安全

対象に認定章の交付を行い、意欲の向上を図ります。 推進課

目標：19年度 27施設 → 20年度 50施設

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○認定施設数 累計 51 施設（20年度 24施設を新規に認定）
・21 年度認定に向けた施設栄養士等への地元産利用説明会を開催
（南部会場：平成 21年 3月 4日、北部会場：平成 21年 3月 11日）

・認定施設の広報（京都府ホームページへ掲載、イベント等でパネル展示）
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③大学での献血等の機会を利用した食生活指導

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

献血時における大学生を対 大学での献血等の機会を利用した栄養相談・食生 薬務課
象にした栄養相談 活指導を（社）京都府栄養士会に委託して行います。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○大学での献血 23会場で、比重不足で献血できなかった学生を中心に 152人を対象に、栄
養相談を実施

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

大学における食育セミナー 滋賀県と連携して、大学生を対象とした食育セミ 食の安心・安全

の開催 ナーを開催します。 推進課

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○滋賀県及び近畿農政局と食育についての情報交換を行うとともに、連携して大学におけ
る食育セミナー等を実施した。
・大学生のための農業体験と食育セミナー（平成 20年 6月 6日）
・学園祭での食育（平成 20年 11月 1日、4日）
・大学生対象 料理教室（平成 21年 3月 2日）

（（（（４４４４））））地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける食育食育食育食育のののの推進推進推進推進
①「食事バランスガイド」の活用による「食生活指針」の普及・啓発

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

各種イベントでの啓発 食生活改善推進員連絡協議会と連携し、各種イベ 健康対策課
ントにおいて、府民へ「食事バランスガイド」を活
用し、正しい食習慣についての普及・啓発を行いま
す。

←食生活改善推進員連絡協議会
作成の食事バランスガイドタペ
ストリー

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○各種イベントにおいて、食生活改善推進員作成の食事バランスガイドのタペストリーを
展示したり、リーフレットを配付して啓発

＜出展イベント＞
・ＳＫＹふれあいフェスティバル 2008（平成 20年 9月 13日、14日）
・京都府農林水産フェスティバル 2008（平成 20年 11月 29日、30日）

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

出前講座への対応 【再掲】１（１）② 健康対策課
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②医療機関等での食育の普及啓発

③食品関係事業者と連携した取組

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

京都の伝統食品や加工技術 京都の長い歴史の中で培われた伝統食品の展示、加 染織・工芸課
を紹介する展示会の開催 工技術の紹介を通して、京都の食やその大切さにつ

いて知ってもらう機会を提供します
・伝統食品の展示
・加工技術の紹介
・体験学習講座

【実施主体】(社)京都府食品産業協会

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○食文化・食育推進イベントを開催
開催日：平成21年1月16日～18日
場 所：京都駅ビル等
入場者：延べ2,600人

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

スーパーマーケット等での 若い世代を対象に食生活相談コーナーの設置、パ 食の安心・安全

食育啓発活動 ネル展示等による食育啓発活動をスーパー等で実施 推進課

します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○府内スーパーにて、食育啓発コーナーを設置（2店舗、各 1日）
【実施内容】食生活相談コーナー、食育クイズ、体験コーナー、啓発コーナー

○府内コンビニ店舗にて、コンビニ利用者に食育啓発パンフレットを配布（186店舗）

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

消費者と食品関係事業者と 消費者と食品関係事業者とが交流する「食に関す 食の安心・安全

の交流の機会づくり る座談会」を各広域振興局が開催し、相互の意思疎 推進課

通を図ります。
※ 20年度開催回数 年４回
※座談会のテーマを理解できた人の割合 ７割

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○各広域振興局で計８回実施（それぞれ３０名程度の参加者）
○アンケート調査の結果、座談会のテーマを理解できた人の割合は９割

④食生活改善推進員や生活研究グループ員等が行う料理教室等の活動

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食生活改善推進員活動の支 【再掲】１（２）⑤ 健康対策課
援（リーダー研修会）
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取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

体験型食育教室の取組促進 【再掲】１（１）⑤ 食の安心・安全

推進課

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食育に取り組む団体の食育 【再掲】１（２）⑤ 食の安心・安全

支援活動の登録と情報提供 推進課

⑤「食」の安心・安全についての関係機関と連携した情報提供

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

セミナー等の開催 「食の安心・安全セミナー」等を広域振興局等が 食の安心・安全

開催し、食品の安全性に関する知識を啓発します。 推進課

目標：年５回（ﾌｫｰﾗﾑ、ｾﾐﾅｰ）
ｾﾐﾅｰのﾃｰﾏを理解できた人の割合 ７割

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○各広域振興局管内及び京都市内で計５回実施（それぞれ５０名程度の参加者）
○アンケート調査の結果、セミナー等のテーマを理解できた人の割合は９割
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２２２２ 生産者生産者生産者生産者とととと消費者消費者消費者消費者のののの絆絆絆絆をををを深深深深めめめめ、、、、「「「「食食食食」」」」をををを大切大切大切大切にするにするにするにする心心心心をををを培培培培うううう取組取組取組取組

【【【【現 状現 状現 状現 状】】】】
生産者と消費者の距離が拡大することにより、お互いの姿が見えにくくなっていることや、容易に

食料を購入できる状況にあることから、生き物の生命を頂いていることや生産者の努力等を実感でき
ず、食べ残しが大量に発生するなど、「食」に対する感謝の気持ちが醸成されにくくなっています。

（（（（１１１１））））生産者生産者生産者生産者とととと消費者消費者消費者消費者とのとのとのとの交流交流交流交流のののの促進促進促進促進

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

生活研究グループによる郷 京都府生活研究グループ連絡協議会が郷土料理を 研究普及ブラ
土料理と農山漁村伝承技能 伝えるための冊子の作成や、農山漁村伝承技能保持 ンド課
保持者による技術伝承活動 者が行う伝承活動を支援します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○地域のグループで編纂されていた郷土食冊子を元に、次代に残したい料理を検討し、府
域を対象としたレシピ集を作成

○「京都府農山漁村伝承技能登録・認定制度」により、希少価値が高く特に優秀と認めら
れる技の保持者 5名を「匠」に認定し、伝承活動を実施

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

ブランド京野菜等の魅力を （社）京のふるさと産品価格流通安定協会が行う消 研究普及ブラ
再発見する活動 費者のブランド京野菜等の生産現場見学や、生産者 ンド課

との意見交換等の事業に対して助成を行います。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○ブランド京野菜魅力再発見事業（再発見ツアー）を 2回開催
〈目的〉消費者が、産地見学をはじめ、生産者や京野菜マイスターとの交流を通じて京

野菜への共感を深める。
（内容）7月25日（金）於：舞鶴市 「万願寺甘とう」産地 消費者24名参加

11月6日（木）於：京田辺市「えびいも」産地 消費者29名参加

【【【【地域機関等地域機関等地域機関等地域機関等でのでのでのでの特徴的特徴的特徴的特徴的なななな取組取組取組取組】】】】

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

地域において食や農への理 「南丹『食』と『農』が結ぶ健康月間」を独自に 南丹広域振興局

解を深める交流活動の展開 設定し、多くの府民が参加できる食育を含めた 農林商工部

「『食』と『農』の体験ウォーク」や「食の安心・
安全セミナー」等のキャンペーン活動を２５事業展
開します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○管内の関係団体と協働して、「食」と「農」に関する 26のキャンペーン活動を実施し、
約 37,000人の府民の参加を得た。
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（（（（２２２２））））朝市朝市朝市朝市、、、、直売所直売所直売所直売所をををを核核核核としたとしたとしたとした食育推進食育推進食育推進食育推進グループグループグループグループのののの組織化組織化組織化組織化

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

直売所ネットワークづくり 直売所のＰＲや合同朝市等を行う直売所間広域ネ 食の安心・安全

ットワークづくりを支援し、食育の機会を増加させ 推進課

ます。
目標：朝市・直売所ネットワーク 新たに３か所

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 B

○地域課題対応型ふるさと推進事業費の 1 メニューとして「地域に根ざした食育推進事業
（地産地消を進めるネットワークづくり事業）」を新たに 2地域で実施
・長岡京市における取組

実施主体：長岡京市ふれあい朝市実行委員会
内 容：ネットワークのあり方研修、商工会とも連携した合同市をの開催。

・宮津市における取組
実施主体：宮津市認定農業者協議会
内 容：販売技術等の講習会実施、宮津産農産物等直売所（合同朝市）の開設（年

７回）

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食育活動のできる直売所づ 地域の農業や食材についての話題を介した交流活 食の安心・安全

くり 動のできる直売所づくりを支援します。 推進課

目標：５か所

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○府内直売所における食と農の情報発信活動を強化（府内５農業改良普及センターにおけ
る講習会の開催）

○「きょうと地産地消セミナー」を開催し（平成 20 年 8 月 5 日、約 120 名参加）、消費者
と生産者双方が支える直売所のあり方について提案

○食育活動のできる直売所数：7か所

（（（（３３３３））））「「「「食食食食」」」」のののの生産状況生産状況生産状況生産状況やややや「「「「食食食食」」」」とととと環境環境環境環境のかかわりについてのかかわりについてのかかわりについてのかかわりについて学学学学ぶぶぶぶ機会機会機会機会のののの提供提供提供提供

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

府施設を活用した様々な食 府立丹後海と星の見える丘公園で「安心・安全、 自然環境保全課

育・環境体験教室の開催 本物の食」をキーワードに、府地域機関や住民の協
力も得ながら、地元産食材や間伐材などのエネルギ
ーを利用した調理教室、公園内の農地を活用した農
作業体験、公園内で発生した生ゴミを堆肥化し、活
用するゼロエミ教室など、様々な食育・環境体験教
室を実施します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○地元産食材による石窯パン焼き教室（参加者延べ 98 人）、農作物収穫（サツマイモ、里
芋等）体験（参加者延べ 60人）、ゼロエミ（生ゴミの堆肥化）教室（参加者延べ 54人）
など環境教育プログラムを毎月開催。その他、学校や団体客等の希望に応じて食をテー
マにした体験プログラムを約50回提供
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取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

「こどもたちのための食と 地域の農林水産業やその環境が果たす役割につい 農政課
環境講座」の実施 ての理解促進を図るため、小・中学校などからの要

請に基づいた出前講座を実施します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

計 27回開催。（農業 14回、林業 12回、水産業 1回）

（（（（４４４４））））農林漁業農林漁業農林漁業農林漁業・・・・食品製造食品製造食品製造食品製造のののの状況状況状況状況をををを消費者消費者消費者消費者がががが学習学習学習学習できるできるできるできる農場農場農場農場・・・・工房等工房等工房等工房等のののの施設施設施設施設のののの情報提供情報提供情報提供情報提供

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

該当施設に関する情報の収 該当施設についての情報をホームページを通じて 農政課
集・提供 情報提供します。 食の安心・安全

推進課

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○「食と農に関する体験施設」を紹介するホームページのサイトを平成 21年 3月に開設・
公開

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食育に取り組む団体の食育 【再掲】１（２）⑤ 食の安心・安全

支援活動の登録と情報提供 推進課
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３３３３ 「「「「食食食食」」」」にににに感動感動感動感動するするするする機会機会機会機会をつくるをつくるをつくるをつくる取組取組取組取組

【【【【現 状現 状現 状現 状】】】】
都市部の農地が減少したことや、食品の広域流通の進展などにより、農林水産物や食品の生産現場

を目にしたり、生産者等と言葉を交わすことがなくなってきています。
またライフスタイルの多様化や、家庭の教育力の低下などにより、家庭において「食」に関する知

識や、マナー、調理技術等を学ぶことが少なくなっています。

（（（（１１１１））））農作業体験活動農作業体験活動農作業体験活動農作業体験活動のののの促進促進促進促進

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

「ふるさとボランティア」 農村で地域住民と都市住民が協働で草刈りなどを 農村振興課
の実施 行う「ふるさとボランティア」を企画・実施します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○「さとボラ（ふるさとボランティア）」を 13回開催（参加者 323名）
京丹波町では、遊休農地の草刈を行い、ソバを栽培。収穫したソバで、冬に地元の人と
一緒にそば打ち体験を実施

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

「ふるさと発見隊」の実施 地域の農業生産に係る水路等の機能と役割、歴史 農村振興課
等を学習する「ふるさと発見隊」のイベントを企画
・実施します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○ふるさと発見隊を 13回開催（参加者 411名）
綾部市古屋では、さとボラとセットで実施。夏には遊休地に栃の木を植栽。冬に、ふる
さと発見隊で伝統の栃もちづくり体験を実施。地元では栃の実を使った特産品開発を模
索中で、参加者からクッキー等への利用など様々な食の提案がされた。

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

都市漁村交流の促進 丹後の水産物等に対する都市住民の理解を促進す 水産課
るため、ＰＲや漁業・漁村体験等の都市漁村交流事
業を行う団体を支援します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

◯舞鶴市漁協
竜宮浜地区の漁村活性化施設での漁業・漁村体験や朝市開催など、都市漁村交流に係

る取組の効果的な実施について指導、支援
［漁業・漁村体験 7回実施（301名）、朝市 2回開催（約800名）］
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取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

特用林産物の生産体験 山の恵みである特用林産物の理解を深めるため 林務課
に、原木を使ったしいたけ栽培を体験指導します。
目標：ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ運動の取組を通じて体験行事を

計２回開催

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○府民の森ひよしにおいて、モデルフォレスト運動関連行事の一環として、原木しいたけ
栽培体験行事（食体験有り）を１回、山菜園の整備体験行事を１回の計２回実施
※原木しいたけ栽培体験行事：参加者４２名
山菜園の整備体験行事：１７名

【【【【地域機関等地域機関等地域機関等地域機関等でのでのでのでの特徴的特徴的特徴的特徴的なななな取組取組取組取組】】】】

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

府の施設を活用した農林漁 【再掲】１（１）⑤ 畜産技術セン
業体験 ター（畜産課）

（（（（２２２２））））郷土食郷土食郷土食郷土食などなどなどなど地域地域地域地域やややや旬旬旬旬のののの素材素材素材素材をををを生生生生かしたかしたかしたかした給食等給食等給食等給食等のののの実施実施実施実施

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

特定給食施設等巡回指導・ 【再掲】１（２）④ 健康対策課
従事者講習会などによる地
域の特色を活かした給食の
提供を支援

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

府内産野菜等給食の取組の 子どもたちが地域農業への理解や食への関心を深 食の安心・安全

支援 めるよう、府内産野菜等を使った学校給食の取組拡 推進課

大を支援します。
目標：地元農産物を利用した学校給食の平均月１

回以上実施校割合 ⑲ 98％ → 100％

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 B

○地元農産物を利用した学校給食の平均月１回以上実施校割合 99.6％

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

地域の特色を生かした学校 【再掲】１（２）④ 保健体育課
給食

（（（（３３３３））））児童児童児童児童・・・・生徒向生徒向生徒向生徒向けのけのけのけの調理実習等調理実習等調理実習等調理実習等のののの実施実施実施実施

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食生活改善推進員による親 【再掲】１（１）⑤ 健康対策課
子料理教室等の取組支援
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取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

給食に伴う農業体験学習の 給食に関連させた農業体験学習を行う事例を収集 食の安心・安全

推進 し、小学校や直売所などに紹介します。 推進課

目標：１０事例

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 B

○アンケート実施等により 9事例を収集。

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

調理実習等の充実 基礎的な技能を身に付け、日常生活で活用できる 学校教育課
ようにします。食文化を継承しつつ、健康で安全な
調理を工夫し、食事を作る楽しさや食べる喜びを味
わうことができるようにします。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○家庭科、技術・家庭科の授業において、栄養教諭との連携や外部講師の活用など、様々
な工夫を凝らしながら、すべての学校で地域の特性を活かした調理実習等の「食育」を
推進

（（（（４４４４））））子子子子どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが「「「「食食食食」」」」にににに関関関関するするするする知識知識知識知識をををを学学学学びびびび、、、、ステップアップステップアップステップアップステップアップをををを図図図図るるるる取組取組取組取組のののの実施実施実施実施

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

体験型食育教室の取組促進 【再掲】１（１）⑤ 食の安心・安全

推進課

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

地域の人材を活用した体験 【再掲】１（２）⑤ 保健体育課
学習等の実施
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４４４４ 関係者関係者関係者関係者がががが連携連携連携連携できるできるできるできる「「「「食育食育食育食育ネットワークネットワークネットワークネットワーク」」」」をつくりをつくりをつくりをつくり、、、、情報情報情報情報のののの共有化共有化共有化共有化をををを図図図図るるるる取組取組取組取組

【【【【現 状現 状現 状現 状】】】】
各地域で、様々な食育の取組が行われていますが、講師や体験学習の受け入れ先などを探すことが

難しいといわれています。
また、単独の取組が大半であり、関係団体で連携のとれた継続性のある取組は少ない状況です。

（（（（１１１１））））学校学校学校学校、、、、市民団体市民団体市民団体市民団体、ＮＰＯ、ＮＰＯ、ＮＰＯ、ＮＰＯ等等等等のののの情報情報情報情報のののの交換交換交換交換とととと共有化共有化共有化共有化

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

管内栄養士ネットワーク推 保健所は、地域での食育を推進するため、施設や 健康対策課
進事業 地域で活動する栄養士に対し研修会や情報共有の場

を提供することにより、栄養士間のネットワークづ
くりを行います。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○各保健所において管内栄養士ネットワーク事業（研修会やネットワーク会議）を 16回開
催し、延べ 396名が参加
（例）「各施設における栄養管理について」

「業務交流：各市町や保育所等における食育活動について」

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

京都府及び関係機関の「食」 ホームページ・メールマガジン等で「食」に関す 食の安心・安全

に関する情報の提供 る情報を提供します。 推進課

目標：20年度メールマガジン登録者数
・食育メールマガジン

累計 1000人（19年度 167人）
・食の安心・安全メールマガジン

累計 1000人（19年度 300人）

＜ き ょ う と 食 育 情 報 ＞
http://www.pref.kyoto.jp/shokuiku/index.html

＜ き ょ う と 食 の 安 心 ・ 安 全 情 報 ＞
http://www.pref.kyoto.jp/shokupro/index.html

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 B

○「食育」「食の安心・安全」について、ホームページとメールマガジンにより情報提供
○メールマガジンについては、チラシの配布やイベントで登録を呼びかけたが、目標の登
録者数に至らなかった。
※ 20年度メールマガジン登録者数
・食育メールマガジン（隔週発行）：登録者 243人
・食の安心・安全メールマガジン（隔週発行）：登録者 371 人
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取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

きょうと食育ネットワーク 「きょうと食育ネットワーク」は、食育に関する 食の安心・安全

会員相互の情報交換と府民 各種活動への支援を行います。 推進課

への情報提供
○ホームページ・メールマガジンによる情報提供
○ネットワーク会報誌の作成
○会員による食育支援活動の登録・提供
○会員交流会の実施

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○ホームページ・メールマガジン・会員メーリングリストにより、各種団体における食育
イベント等の情報について情報提供

○会員内での情報共有のためのネットワーク会報誌作成
○会員による食育支援活動の登録と、ネットワーク会報誌やホームページによる情報提供
○会員交流会を開催（2回）

【【【【地域機関等地域機関等地域機関等地域機関等でのでのでのでの特徴的特徴的特徴的特徴的なななな取組取組取組取組】】】】

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

きょうと健康長寿推進南丹 地域における食育をはじめとした食環境の課題解 南丹保健所
地域府民会議食環境部会の 決をめざして、事例報告や対策事業を行います。
実施 ※年２回程度開催

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○食環境部会を 2 回開催。地域で活動する個人・企業の参加もあり、多角的な検討の場と
なった。

○食環境部会事業として、「フォーラム開催」「『なんたん・かんたん・やさい料理』レシピ
の普及」（以上前述）、「食育川柳の公募」を実施。川柳は 324 点の応募があり、8 点の入
賞作を表彰

（（（（２２２２））））共同事業共同事業共同事業共同事業（（（（連携事例連携事例連携事例連携事例））））のののの紹介紹介紹介紹介

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

地域食育ネットワークの事 消費者・生産者・教育・社会福祉・医療等の団 食の安心・安全

例収集 体、大学、行政等が地域レベルで連携し、食育に取 推進課

り組む事例を収集して、ホームページ等で府民に紹
介します。
目標：５事例の収集及び紹介

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 B

○地域で関係団体と連携して食育に取り組む事例を収集（４事例）
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（（（（３３３３））））コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター（（（（調整役調整役調整役調整役））））のののの設置設置設置設置とととと育成育成育成育成

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食育活動実践者等への啓発 食育活動の実践者等を対象とした研修会や研究会 食の安心・安全

等で、幅広い分野での連携やコーディネーターの必 推進課

要性を啓発します。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○食育活動の実践者等を対象とした研修会等で幅広い分野での連携やコーディネーターの
必要性を啓発
・卸売市場連合会（平成 20年 5月 19日）
・市町村栄養士研究会研修会（平成 20年 7月 24日）
・京都府農業士会女性農業士部会研究交流会（平成 20年 10月 29日）
・京都府農業会議常任会議（平成 21年 1月 30日）

（（（（４４４４））））関係団体関係団体関係団体関係団体でででで構成構成構成構成するするするする協議会協議会協議会協議会のののの設置設置設置設置
【【【【地域機関等地域機関等地域機関等地域機関等でのでのでのでの特徴的特徴的特徴的特徴的なななな取組取組取組取組】】】】

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

生産者、消費者、飲食店・ 南丹地域の生産者、消費者、飲食店・流通業者等 南丹広域振興局

流通業者等との交流の機会 により、それぞれの「おいしい食の応援隊」を結成 農林商工部

づくり し、各隊との交流会等を通じて、「地産地消」の府
民運動を進めます。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○生産者、消費者、飲食店・流通業者のそれぞれの応援隊を結成するとともに、平成 21年 2

月 6日に各隊が一堂に会した交流会を実施した。（参加者 62名）
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５５５５ 人材育成人材育成人材育成人材育成やややや活躍活躍活躍活躍しやすいしやすいしやすいしやすい仕組仕組仕組仕組みづくりとみづくりとみづくりとみづくりと、、、、食育食育食育食育にににに関関関関するするするするマンパワーマンパワーマンパワーマンパワーをををを強化強化強化強化するするするする取組取組取組取組

【【【【現 状現 状現 状現 状】】】】
食生活改善推進員や生活研究グループ、農業関係団体などによる様々な取組が行われていますが、

より活躍しやすい仕組みづくりや、その他の様々な既存組織の食育活動への参加、「食」全般にわた
る幅広い知識・見識を持った人材の育成が望まれています。

（（（（１１１１））））「「「「食食食食」」」」にににに関関関関するするするする専門的知識専門的知識専門的知識専門的知識をををを有有有有するするするする者者者者のののの養成養成養成養成

（（（（２２２２））））栄養教諭等栄養教諭等栄養教諭等栄養教諭等のののの研修研修研修研修をををを通通通通じたじたじたじた資質資質資質資質のののの向上向上向上向上

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食育担当者を対象とした研 栄養教諭、学校栄養職員及び給食主任等を対象に 保健体育課
修の実施 した研修を実施し、学校における食育推進の中核的

存在としての専門性をさらに高めます。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○府学校給食研究協議大会（12 月開催）及び教育局単位で実施する学校給食研修会（5 会
場で開催）において、講義や研究協議により専門性を高め、指導力の向上を図った。

（（（（３３３３））））食育食育食育食育をををを推進推進推進推進するするするする人材人材人材人材へのへのへのへの講習講習講習講習のののの実施実施実施実施、、、、認定認定認定認定によるによるによるによる人材育成人材育成人材育成人材育成

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

食生活改善推進員活動の支 【再掲】１（２）⑤ 健康対策課
援（リーダー研修会の実施）

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

特定給食施設等従事者講習 【再掲】１（２）⑦ 健康対策課
会

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

体験型食育教室の取組を通 地域で食育を実践するグループ等が子どもを対象 食の安心・安全

じた食育指導の知識・技術 として実施する体験型の食育教室の取組を支援し、 推進課

の習得を支援 グループ等の食育指導の知識・技術の習得を図りま
す。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○食育指導者が行った自主研修（地域課題対応型ふるさと推進事業費「子ども食育推進事
業」に取り組むグループが行った研修）
・乙訓地域生活研究グループ連絡協議会

研修会の開催（日本料理アカデミーの取組にまなぶ）
・長岡第７小学校区青少年健全育成推進協議会

研修会の開催（地元農家と保健所栄養士による地域の農業の話と食育教室の継続方
法について）

・福知山地方生活研究グループ連絡協議会
研修会への参加（食の安心・安全セミナー）
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（（（（４４４４））））栄養士等栄養士等栄養士等栄養士等、、、、食育食育食育食育にににに関関関関わるわるわるわる職業職業職業職業をををを志志志志すすすす学生学生学生学生をををを活用活用活用活用したしたしたした取組取組取組取組
【【【【地域機関等地域機関等地域機関等地域機関等でのでのでのでの特徴的特徴的特徴的特徴的なななな取組取組取組取組】】】】

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

管理栄養士公衆栄養学臨地 管理栄養士学生の公衆栄養臨地実習の場を活用 山城北保健所
実習における栄養教育の実 し、保育所（園）・幼稚園の園児や保護者を対象に、
施 栄養教育を実施します。

目標値：２０年度 計２回

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 Ａ

○平成 21年 1月 22日（木）富野幼稚園にて実施（京都栄養医療専門学校）
○平成 21年 3月 5日（木）八幡市立八幡第四幼稚園にて実施（同志社女子大学）
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６６６６ 地域地域地域地域のののの取組取組取組取組をををを支援支援支援支援しししし、、、、優良事例優良事例優良事例優良事例をををを府内全域府内全域府内全域府内全域へへへへ拡大拡大拡大拡大するするするする取組取組取組取組

【【【【現 状現 状現 状現 状】】】】
各地域で行われている取組事例についての情報を得ることがむずかしく、優良な取組が府内全域に

拡大しにくい状況です。

（（（（１１１１））））優良事例優良事例優良事例優良事例のののの紹介及紹介及紹介及紹介及びびびび取組取組取組取組のののの拡大拡大拡大拡大

取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組取 組 事 項 取 組 のののの 内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当内 容 担 当

地域・団体等のモデル事例 「きょうと食育ネットワーク」を通じて、地域・ 食の安心・安全

の紹介 団体等による食育の取組について調査を行い、優良 推進課

なモデル事例を掲載した冊子を作成するとともに、
きょうと食育ネットワーク会員等にモデル事例を紹
介する等、府内全域への普及・拡大を図ります。

取組取組取組取組のののの実績 評 価実績 評 価実績 評 価実績 評 価 A

○「きょうと食育ネットワーク」において、「きょうと食育事例集 2008」を作成（掲載事
例数 77）



３３３３　　　　年度別数値目標年度別数値目標年度別数値目標年度別数値目標
「「「「京都府食育推進計画京都府食育推進計画京都府食育推進計画京都府食育推進計画」」」」内内内内のののの目標目標目標目標（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度までまでまでまで））））

説説説説　　　　明明明明

根根根根　　　　拠拠拠拠　　　　のののの　　　　統統統統　　　　計計計計　　　　等等等等
食育を府民運動として推進し、その成果を上げるためには、府民一人

ひとりが自ら食育の実践を心掛けることが必要であるが、これにはまずよ
り多くの府民に食育への関心を持ってもらうことが欠かせない。このた
め、食育に関心を持っている府民の割合について、９０％以上となること
を目標とする。

※京都府食育推進計画では、内閣府「食育に関する特別世論調査」（平
成１７年９月）における全国値（「食育に関心がある」又は「どちらかといえ
ば関心がある」と回答した者）を基に現状を７０％としていたが、食の安
心・安全推進課が平成１８年度に府内で実施したアンケート（「食育に関
心がある」と回答した者）の結果を基に現状を６０％に変更する。

朝食をほとんど食べ
ない児童の割合

３％
※

－ ２２２２％％％％ － ０％

※京都府教育委員会「平成１７年度京都府児童生徒の食生活等実態調
査」（「朝食をほとんど食べない」と回答した割合及び「朝食を毎日食べて
いる」と回答した割合）

２１種類
※

４７種類 － －
４０種類

以上

※京都府保健福祉部健康増進室調べ
（平成１８年４月～１１月における弁当の認定数）

生活スタイルの変化等から、外食への依存度が高まりつつあり、こうし
た状況に対応して府民の健康づくりを進めるためには、家庭内の食事だ
けでなく、外食・中食も含めた食生活支援が必要です。このため、飲食店
等が提供メニュー等に健康や栄養に関する情報の提供を行う食情報提
供店が８００店以上になることを目標とする。

※京都府保健福祉部健康増進室調べ
（平成１８年３月における加入店舗数）

子どもの発達段階に応じた効果的な食育を展開するためには、学校教
育活動全体で組織的・系統的に食育を推進していく必要がある。そのた
めには、各関連教科や特別活動等にわたる「食」に関する指導計画（各教
科・領域等の連携を図って学校全体で推進するための指導計画）を策定
し、全教職員の共通理解のもとで実施することが不可欠である。このた
め、計画を策定・実施している府内公立学校の割合を平成２２年度までに
１００％にすることを目標とする。

京都府教育庁保健体育課調べ

「食」への感謝が薄らいでいると言われる現代、子どもから大人まで
が、農林水産業や食品製造業に携わる人々の苦労や努力を肌で感じ、
「食」への関心や理解を深めることが必要である。そのためには農場や工
房等で、生産や加工等の体験や学習ができる場を提供し、「食」に対する
知識の醸成をはかり、「食」の大切さを身をもって体感できる環境づくりを
していかなければならない。このため体験学習が可能な農場や工房等の
ある市町村の割合を８０％以上とすることを目指す。

なお、１９年度にて８８％となったので、２０年度以降は一層の増加を目
指す。

※１農林水産省「農林漁業体験学習の取組（教育ファーム）実態調査」
（平成１８年２月）より京都府分を抜粋
（「教育ファーム」に取り組む市町村数割合。「教育ファーム推進計画」の
策定有無は問わない。）

※２「食」や「農」を体験できる農家・農場・食品加工の工房等の状況調査
　（旧所管：京都府農林水産部農政課、商工部観光・コンベンション室）

3( )

)( 4

)

2( )

( 1

事事事事　　　　項項項項 当当当当　　　　初初初初
２０２０２０２０年度年度年度年度

目標目標目標目標
20202020年度年度年度年度

達成状況達成状況達成状況達成状況

食情報提供店の店
舗数

食育に関心を持って
いる府民の割合

９０％
以上

６０％
※

１９４店
※

８００店
以上

「健康ばんざい 京
のおばんざい弁当シ
リーズ」年間販売種
類

７０％５９５９５９５９％％％％

２０種類
以上

１００％( 5 )
「食」に関する指導計
画を策定・実施して
いる公立学校の割合

－

７２％

すべて
の給食
実施校
で策定

５２５２５２５２．．．．１１１１％％％％

朝食を毎日食べてい
る児童の割合

９０％
※

９５％
以上

－９４９４９４９４％％％％

農林水産業・食品製
造の状況を消費者が
学習できる農場・工
房等の施設がある市
町村の割合

( 6 )

８０％
以上

６７％
※１

８８８８８８８８％％％％ ９２％

４００店
以上

397397397397店店店店

１８種類
以上

府民が健全な食生活を実践するには、質・量ともにバランスの良い食
事が、分かりやすい情報を伴って提供されることが欠かせない。さらに、
望ましい食事量を知り、健康づくりのきっかけとなることも大切である。こ
のため、栄養バランスや京都らしさに関する基準を満たし、認定マークを
表示した「健康ばんざい 京のおばんざい弁当シリーズ」が、より利用され
るように種類を増加させ、現状の２倍が販売されることを目標とする。

なお、２０年度より、認定期間の見直しを行い、現在３ヶ月だが、６ヶ月と
することとしたため、目標値の見直しを行った。

19191919年度年度年度年度

６２％

－

子どもの食生活の乱れが様々な場面で指摘されており、成長段階から
の食の問題は、子どもの将来にわたる心身の健康に大きな影響を及ぼす
ことが懸念されている。特に顕著な例として、朝食の欠食が挙げられ、家
庭の教育力の低下や不規則な生活習慣に大きな要因があると考えられ
ていることから、朝食を欠食する子どもの割合の減少及び毎日朝食を摂
る子どもの割合の増加を目標とする。

具体的には生活習慣の形成途上にある児童（小学校２年生及び５年
生）について、平成１７年度に３％となっている割合（「朝食をほとんど食べ
ない」と回答した者）を０％とし、９０％となっている割合（「朝食を毎日食べ
ている」と回答した者）を９５％以上となることを目指す。

認定期間見直し
による目標値の
変更

28282828種類種類種類種類

２５２店

５０％

８８％
※２
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「「「「京都府食育推進計画京都府食育推進計画京都府食育推進計画京都府食育推進計画」」」」内内内内のののの目標目標目標目標（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度までまでまでまで））））

説説説説　　　　明明明明

根根根根　　　　拠拠拠拠　　　　のののの　　　　統統統統　　　　計計計計　　　　等等等等
事事事事　　　　項項項項 当当当当　　　　初初初初

２０２０２０２０年度年度年度年度

目標目標目標目標
20202020年度年度年度年度

達成状況達成状況達成状況達成状況
19191919年度年度年度年度

地元の農産物を利用した学校給食を進めることは、地産地消につなが
るとともに、広く子どもたちに地域の農業や食文化への理解を深めてもら
う機会のひとつとして重要である。このため、府内産野菜を年１回以上利
用した学校給食を通じて、「農」と「食」への関心を高める取組を実施して
いる小・中学校（学校給食を実施している公立小・中学校）の割合を８１％
（１７年度）に対して１００％にすることを目標とする。

※旧所管：京都府農林水産部農産流通課調べ（当初、牛乳のみを実施し
ている場合を含めていた数値（７９％）から当該数を除いた数値に修正）

府内産野菜を年１回以上利用した学校給食を実施する小・中学校の割
合については１００％を達成したため、新たに月１回以上実施している小・
中学校（学校給食を実施している公立小・中学校）の割合を９８％（１９年
度）に対して１００％にすることを目標とする。

京都府農林水産部食の安心・安全推進課調べ

子どもが「食」に関して学び、知識や技術を得ることが、生涯の生活を
健全に過ごせる基礎となる。また、子どもを通じて、各家庭（親）への波及
効果も期待できる。このため、子どもたちが「食」に関する知識を学べる体
験型の食育講習会を実施するモデル地域の数を２０地域以上とすること
を目標とする。

食の安心・安全推進課調べ

食育を府民運動として推進し、府民一人一人の食生活で実践してもら
うには、食生活の改善など各地域で生活に密着した活動を行っている府
民グループの果たす役割が重要である。このため食育の推進に関わる府
民グループ数を増加させることを目指し、１００グループの府民グループ
が食育ネットワークに参加することを目標とする。
※平成１９年６月結成の「きょうと食育ネットワーク」の参加団体数

食の安心・安全推進課調べ

食育を府民運動として推進していくには、府全域においてその取組が
進められることが必要である。食育基本法では、市町村に推進計画の作
成に努めることを求めている。このため、推進計画を作成・実施している
市町村の割合を６０％以上とすることを目指す。

食の安心・安全推進課調べ

( 7 )
府内産野菜を年１回
以上給食に利用する
小・中学校の割合

２０地域
以上

達成
済み

達成
済み

２地域( 8 )

子どもたちが「食」に
関する知識を学べる
体験型の食育講習
会を実施するモデル
地域の数

9 )

食育ネットワークの
形成～食育に関連し
た活動を行う府民グ
ループ数～

－
100

グループ
以上

( 10 )
推進計画を作成・実
施している市町村

０％
６０％
以上

１５％
１２１２１２１２％％％％

(※京都市
含む）

(

－

１００％
８１％

※

９０団体
８６８６８６８６

団体団体団体団体
※※※※

５地域４４４４地域地域地域地域

府内産野菜を月１回
以上給食に利用する
小・中学校の割合

－ 99999999....6666％％％％ １００％９８％

８４団体
※

１２％
(※京都市

含む）

１００％

－
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